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〔要 旨〕

本稿では、教師研修ポートフォリオの導入を検討するため、中国における大学日本語教師のポートフ

ォリオに対する認識を調査し、インタビュー結果とアンケート記述を質的データ分析手法である SCAT

により分析した。教師たちは、ポートフォリオについて理解する前には、漠然と振り返りに使えるとい

うイメージを持っているだけであった。しかし講義を受けた後は、ポートフォリオを利用して「学びの

プロセスの可視化」、「時間軸の中で学習を捉える」、「学習者と教師とのコミュニケーション」、「仲

間のポートフォリオとの比較検討」などが可能であるというように、ポートフォリオの可能性に対する

期待を示していた。同時に、利用方法について不安があることが確認された。また、教師研修の評価は、

そこでの学びが現場でどう生かせるかという視点でなされるべきだと考えられていることもわかった。

１．はじめに
北京日本文化センターでは、２００８年度より北京市及び天津市の大学日本語教師を対象に「大

学教師日本語教育学研修」を開催している。具体的には週１回２時間、３ヶ月計１２回のコース

であるが、うち後半３回を実習報告とし、内省と気づきを促し受講後参加者の現場改善につな

げられる内容の提供を目指している（１）。参加者は自主的に研修に通う現職教師たちである。２０１０

年度は１０名が参加した。参加者の概要は表１のとおり、平均年齢３７．９歳、教授歴は５年から３３

年までで平均１０．６年である。参加者のうち３名は国際交流基金日本語国際センターにて約２ヶ

月間行われる「中国大学日本語教師研修」への参加歴がある。学歴は博士が４名、修士が６名

であった。

２００９年度、２０１０年度の研修では、参加者を３、４人のグループに分け、各グループの代表者

の学校で実際に、前半の講義内容を活かした授業を試みるという実践を行い、それに関する発

表を取り入れて、「現場と密着した研修」を目指した。表２は２０１０年度のシラバスである。
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表１．２０１０年度「大学教師日本語教育学研修」参加者概要

年齢 教授歴 訪日歴

参加者１ ３２歳 ７年 １年

参加者２ ３４歳 ７年 ２年

参加者３ ３３歳 １０年 ０．５年

参加者４ ３０歳 ７年 ０年

参加者５ ５６歳 ３３年 ７年

参加者６ ３８歳 １４年 ４．５年

参加者７ ３５歳 ７年 ７年

参加者８ ４２歳 ５年 １．５年

参加者９ ３６歳 ９年 ０年

参加者１０ ４３歳 ７年 ３年

表２．２０１０年度「大学教師日本語教育学研修」シラバス

授業日 講義内容

１ ３月３１日 基礎段階の教育実践と研究－新しい教材の開発と利用－

２ ４月７日 教師の成長を考える－批判的ふり返りを通して－

３ ４月１４日 読むことを教える

４ ４月２１日 文法を教える

５ ４月２８日 聞くことを教える

６ ５月５日 書くことを教える

７ ５月１２日 模擬授業（教案作成）の説明と準備

８ ５月１９日 JF日本語教育スタンダード紹介 模擬授業（教案作成）の準備

９ ５月２６日 実践研修（２）の発表と分析

１０ ６月２日 実践研修の発表と分析

１１ ６月９日 実践研修の発表と分析

１２ ６月１６日 ポートフォリオ紹介 振り返りとまとめ

本研修では、次年度から評価のツールとして、教師研修ポートフォリオを導入することが計

画されている。

ポートフォリオは、「目的のために収集された、課題とする領域内での努力や発達、達成に

ついての情報を記したもので、評価のツールであると同時に学習のツール」（ロングマン言語

教育辞典、筆者訳）である。

言語学習ポートフォリオとして、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）のヨーロッパ言語ポ
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ートフォリオ（ELP）は、「言語パスポート」「言語学習記録」「資料集」からなり、複言語主

義、多文化への意識化、言語学習過程の可視化、自律学習という教育理念のもとにヨーロッパ

を中心に普及されてきた。また、JF日本語教育スタンダード（３）（以下、JFスタンダード）も

「評価表」「言語的・文化的体験の記録」「学習の成果」の３つの要素から構成されるポートフ

ォリオを、学習過程を記録し、振り返る学習成果の評価ツールとして提案している。

このようにポートフォリオは学習評価ツールとして広がりを見せている一方、教師が教育活

動を記録するティーチングポートフォリオも大学評価などで利用され始めている。

本研修で次年度以降、ティーチングポートフォリオを参考にした教師研修ポートフォリオの

導入を目指す理由は２点ある。まず、研修における評価方法として検討するという目的のため

である。開講２年目の２００９年度までは、評価方法が定まっておらず、レポートによる個人の振

り返りを修了時に課すのみであった。レポートは、研修の内容整理または参加態度の内省とい

う意味では効果があったが、「現場と密着した研修」という特徴を考えると評価の方法を再考

する必要がある。

２点目は、教師自らが教師研修ポートフォリオを作成することにより、ポートフォリオの特

徴を理解し、現場に戻り学習者評価を考える際の選択肢として、言語学習ポートフォリオが加

えられるようになることが期待されるという点である。ティーチングポートフォリオと学習ポ

ートフォリオでは特徴を異にするものの、山川（１９９５）が定義するように、個々人の「学習成

果に関する情報をまとめたファイル」であり、「学習してきたことや学習経験に対する各人の

意味づけを表現するため」のものである点では意義を同じくする。

そこで、次年度の「大学教師日本語教育学研修」に、教師研修ポートフォリオを導入する可

能性を検討するため、今回の研修参加者を対象に、ポートフォリオに対する認識についてイン

タビューを行った。また、研修中に JFスタンダードのポートフォリオに関する講義を加え、

修了時のレポートにポートフォリオについて考えたことを記述させた。本稿では、中国におけ

る大学日本語教師のポートフォリオに対する認識をインタビュー結果とアンケート記述から分

析し、教師研修ポートフォリオの導入の可能性を検討する。

２．ポートフォリオに関する先行事例・先行研究
２．１ ポートフォリオ及びティーチングポートフォリオ

山川（２００３：２３０）では生涯学習の立場から、「ポートフォリオ評価は学習者にとって、第

一に自己の成長を査定し省察する機能、第二に学習プログラムのなかでいかに進歩したかを査

定することを促す機能、そしてそれを他者に開陳あるいは共有するならば、第三に外的リソー

スに対しての自己表現を促す機能を果たすことになる。」と述べている。また、加藤・安藤

（１９９９）は、総合学習のポートフォリオを分析し、特定の目的にそって学んだ事柄を多様な評
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価手段を使って長期にわたって収集したものであり、学び手の自己評価だけでなく、同じ学び

手同士や助言者からの評価なども含めて、自分の次の学びに生かすことができるものと指摘し

ている。

このような特徴を持つポートフォリオであるが、日本では大学の教職実践演習でも注目され

ており（４）、鞍馬（２０１０：２５）は、教職課程におけるポートフォリオ導入について「知識や経験

を統合して実践に移し、その実践を省察して明示化してポートフォリオとして蓄積していくこ

とは、自らを絶えず説明可能な状態にすることを意味する。そのことは説明責任を果たすとい

う意識を持った専門職に教職を転換させる可能性を持つものである」と述べ「ポートフォリオ

がプロセスを重視し、他者評価と自己評価の相互関連性に基づいて多元的評価を行うことを重

視している点は、教職という複雑かつ高度な専門性が要求される職業の養成プロセスの評価に

おいては、特に重要な観点である」と指摘している。

また１９９０年代以降アメリカで急速に広まったというティーチングポートフォリオも、教育業

績の記録を整理・活用する仕組みとして日本でも注目を集め、大学評価などで試行されている。

大学評価・学位授与機構は『日本におけるティーチング・ポートフォリオの可能性と課題』と

題して２回のティーチングポートフォリオ作成ワークショップの内容と意見を詳細な報告書に

まとめている。その中でティーチングポートフォリオは「自らの教育活動について振り返り、

自らの言葉で記し、多様なエビデンスによってこれらの記述を裏づけた教育業績についての厳

選された記録」（大学評価・学位授与機構１９９９：１）と定義されている。それは教員個人のた

めの教育活動を記録し、振り返るための手段であると同時に、教員の教育業績を評価する資料

とされる。具体的には、全体で A４サイズ８－１０ページの記述資料と添付資料から成っており、

集中ワークショップでメンターとともに１２－１５時間かけて完成し、年に一度更新する。構成内

容は、「理念：自らの信念、価値」「今後の目標：短期的・長期的目標」「評価と成果：授業評

価、学生の提出物、受賞、同僚の所見、学生の学会発表」「改善活動：研修会参加、授業の改

善」「研究と関連：最新の知見の獲得」「目的と方法：試験シラバス、小テスト、講義スタイル」

などとなっている。

このようにポートフォリオは、言語教育の学習ポートフォリオとしてだけでなく、多様な現

場で使用され注目されている。

２．２ 教師研修ポートフォリオ

教師研修ポートフォリオについてみると、小玉・木山・有馬（２００７）が外国人日本語教師の

教授力の伸びを測る手段としてポートフォリオ評価を導入し報告している。また、国際交流基

金日本語国際センターでは２００９年の海外日本語教育研究会に Ang Chooi氏を招き、マレーシ

アの教師養成プログラムにおけるポートフォリオ評価について報告している。このプログラム
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では、「ラーニングポートフォリオ：日本語の学習」「カルチャーポートフォリオ：日本文化

の体験学習と異文化理解」「ティーチングポートフォリオ：仕事の現場で必要とされる環境づ

くりなどの技術・能力と教授法」を包括したポートフォリオを活用している。

教師研修ポートフォリオの構成要素とその活用法について考えた場合、学習ポートフォリオ

とティーチングポートフォリオの特徴を併せ持つポートフォリオの可能性が浮かび上がる。な

ぜなら、研修という学習の要素と、現職教師としての教育活動の振り返りは連続しているはず

だからである。

そこで、次年度の「大学教師日本語教育学研修」に、教師研修ポートフォリオを導入するこ

とを目指し、２０１０年度の研修参加者を対象に、ポートフォリオに対する認識について調査し、

その結果の分析から教師研修ポートフォリオ導入の可能性とその構成要素、活用法を検討する。

３．調査
３．１ 調査の目的

「大学教師日本語教育学研修」の参加者が、学習評価とポートフォリオに関して、どのよう

に認識しているか、また参加している研修の評価についてどのように考えているかを知る。そ

して、JFスタンダードのポートフォリオに関する講義を聞いたあと、先の認識はどのように

変化したかを自由記述から分析し、教師研修ポートフォリオ導入の可能性と方法を考えるため

の資料とする。

３．２ 調査の方法

３．２．１ 研修中のインタビュー

「大学教師日本語教育学研修」の参加者１０人へのインタビュー質問項目は以下のとおり。一

人１５分程度で行った。

（１）普段学習者の学習をどのように評価しているか。

（２）評価は何のために行っているか。

（３）今の評価方法で、すべてを測ることができると思うか。

（４）今行っている教師研修での学びはどう評価されるべきだと思うか。

（５）ポートフォリオを知っているか。それでどんなことができるか。

このインタビューは、最終回の JFスタンダードのポートフォリオについての講義の前に行

われた。ポートフォリオに関する理解を深めるための布石にもなるようにという意味も持たせ

た。

まず、（１）から（３）の問いで、評価についての認識を確認し、（４）教師研修の評価は

どうされるべきと思うかを尋ね、最後に（５）ポートフォリオについての認識（講義前）を確
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認した。評価方法としてポートフォリオを採用していない教師が、ポートフォリオに意義を見

出すためには、日頃の評価活動を思い起こし、評価に対する問題意識と結びつけて考えること

が有効だと考えたからである。

３．２．２ 研修後のアンケート

研修全体が終了してから、記述式アンケートを取り、ポートフォリオについてどのような可

能性があると考えるか答えてもらった。

（６）ポートフォリオについてどのような可能性があると考えるか。（講義後の認識）

３．３ 講義内容

JFスタンダードについては研修の第８回目の実習を行う前に「Can-do」の理解を中心に講

義を行っていたが、ポートフォリオに関する紹介は最終回の第１２回目に行った。この研修での

成果を振り返りながら、ポートフォリオをイメージできるようにしたいという狙いがあった。

講義時間は全部で１時間であった。講義に使用した資料は、『JF日本語教育スタンダード２０１０』

から引用し、まずポートフォリオが「評価表」「言語的・文化的体験の記録」「学習の成果」の

３つの要素で構成されていることを紹介した。次に関西国際センター大学生研修のポートフォ

リオ活用例を紹介、最後にどのように現場で活用できそうかグループ内で１０分程度話し合わせ

た。

ポートフォリオに関する講義の後、研修全体の振り返りとして、研修期間中電子メールでや

りとりをしていたレポート及び教師からのコメントなどを印刷して返却、ファイリングを意識

させた。

インタビュー（データ１） ⇒ ポートフォリオに関する講義 ⇒

ファイルを利用した研修の振り返り ⇒ 研修後のアンケート（データ２）

４．分析と考察
４．１ SCATを用いる理由

本研究では面接記録のデータを質的に研究するための分析手法として SCAT（Steps for

Coding and Theorization）（５）を用いている。それは SCATが小規模のデータにも有効であるため

である。

質的研究におけるデータ分析のための手法としては、Glaser & Strauss（１９６７）のグラウンデ

ッド・セオリー・アプローチがあり、多岐に渡る領域で世界的に用いられている。しかし、こ

の手法は比較的大規模のデータ採取と長い研究期間を必要とするため、本研究の性質上適して
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いない。

一方 SCATは、観察記録や面接記録等の小規模なデータにも適用できる。この手法は、観

察記録や面接記録などの言語データをセグメント化し、そのそれぞれに、〈１〉データの中の

着目すべき語句、〈２〉それを言いかえるためのデータ外の語句、〈３〉それを説明するため

の語句、〈４〉そこから浮かび上がるテーマ・構成概念の順にコードを考案して付していく４

ステップのコーディングと、そのテーマや構成概念を紡いでストーリー・ラインと理論を記述

する手続きからなる。

大谷（２００８a）によれば、SCATの分析手法は「一つだけのケースのデータやアンケートの

自由記述欄などの比較的小さな質的データの分析にも有効」とされている。

４．２ 研修中のインタビュー

以下、研修中のインタビュー結果を質問項目ごとに記す。参加者の回答は、発言のままであ

る。

（１）普段学習者の学習をどのように評価しているか。

中国の大学では期末試験の評価の枠が学部で定められていることが多い。期末試験７０％、出

席率を含む平常点３０％などの割り振りがよく見られるが、その割合は大学により異なる。会話

試験の方法なども大学により工夫が見られる。参加者の回答は、担当者の裁量に委ねられてい

る平常点のつけ方に関するものが多く、宿題の提出や授業中の発言、態度を重視する声が聞か

れた。そのほかに、「学生にアンケートみたいなものを書いてもらいます。アンケートより感

想みたいなもの。自分がこの一年でどんなことを勉強した、知識を習ったか、それから自分の

足りないところはどこにあるか、これから頑張っていきたいことは何でしょうか、これからの

授業のやりかたについても学生に意見を書いてもらいます」（参加者９）のように自己評価を

意識している答えもあった。

（２）評価は何のために行っているか。

以下の５つに分類された。①理解の程度の確認、教育効果の確認のため、②教師の教え方の

改善に役立てるため、③学校の教育活動の証明のため、④社会的に学力を証明するため、⑤学

習者がモニターして学習改善に利用するため。

全ての参加者が①と②に近い発言をしていた。③は５名、④は３名、⑤学習者自身の内省に

関する発言をしたのは２名であった。

（３）今の評価方法で、すべてを測ることができると思うか。

１０名全員がすべてを測ることはできないと答えている。特に、４名が試験で測れないものを

指摘しており、「例えば、日頃の授業中の活発さとか、授業の応対してくれる態度、そういう

抽象的なものは測れない。具体的な態度などは量化できない」（参加者３）という発言があっ

中国大学日本語教師のポートフォリオに対する認識調査
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た。他の３名は、試験で測れないものを補うために平常点として出席率や宿題、小テスト等を

評価に加える必要性に触れていた。また、試験の当日にその試験に合った能力を適切に発揮で

きるかどうかという本番強さの反映に言及している者も別に４名いた。他には、「実際に勉強

した日本語を使って、例えば情報収集とかそういう能力ができるかどうか、そういう実用の面

で反映できてないと思います」（参加者６）という現実場面への応用力を意識したものがあっ

た。

（４）今行っている教師研修での学びはどう評価されるべきだと思うか。

宿題及びレポート課題を用いるべきだという者が４名、実践及び発表を評価すべきだという

者が４名（内２名は課題と発表の両方に言及）いた。特に、教育現場との関連性を指摘する者

も３名おり、当研修の目標である「現場と密着した研修」という意識が参加者に十分浸透して

いることがうかがわれる。具体的には、「発表だけだと十分ではない。学校では今どのように

役立っていますよ、とそこまでいくとそれが一番理想だと思います」（参加者４）や「ひとコ

マだけでいつもある問題が全部解決できるわけがないんですよね、だからもっと日常的な交流

が、交流というより、相談に乗ってくれる、カウンセリングの機会があったら」（参加者９）

という発言があった。

また、自己評価の重要性に触れたものと、自分自身の成長の自覚について述べたものもあっ

た。前者は「自分自身がこの研修によってどのくらい勉強になったのかが重要だと思います」

（参加者２）、後者は「こういう形の研修としては評価というのは研修に参加する前と参加し

た後のフィードバックというか、本人自らの反省というか、やはり変化が大切」（参加者１）

である。

さらに着目すべきは、教師研修での自分たちの学びが評価されるという事実に対する驚きが

見られたことである。例えば、「私たちが勉強したものが、どのように評価されるか、国際交

流基金から評価されるか、そういう意味ですか？」（参加者４）や「私たちの学びですか？

それは私たちが考える質問ですか？」（参加者２）という発言に表れている。

この理由としては、評価を教師が一方的に学習者に与えるものと捉えてここまでのインタビ

ューで語ってきていたため、自らが教師研修での学び手としての立場で評価に言及することへ

の困惑があったと推測される。

（５）ポートフォリオを知っているか。それでどんなことができるか。

この質問でのポートフォリオの意味が、学習ポートフォリオであるか、ティーチングポート

フォリオであるかは示さなかった。参加者は、JFスタンダードのポートフォリオが「評価表」

「言語的・文化的体験の記録」「学習の成果」の３つの要素から構成される評価のツールであ

ることは資料を通して知っていたが、それ以上の説明は受けていなかった。

「物があってもイメージがわかない。学習者自身の振り返り。とじたものを見て振りかえる」
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（参加者７）や「評価として考えたことがない」（参加者５）のように、具体的にイメージで

きない参加者もいたが、「勉強のあとの整理。整理してまた自分の考えをもっと豊富にさせて、

あとはもう一歩考えさせることが大事」（参加者１０）と、学習ポートフォリオの利用方法を考

えている参加者もいた。「まじめな学生ならその中から気づくことがたくさんある。例えば自

分の知識の構造について足りない点とかチェックして、これはできた、これはまだわからない、

先生に聞くか、自分で調べるか、自己評価」（参加者３）というように、「学習プロセスの振

り返りと自己評価」という学習ポートフォリオの機能に関するイメージを持ち、利用の仕方と

して「他の学習者のポートフォリオと比較検討することでの気づき」に触れる者もいた。また

「学生の変化はそんな激しくない、いろいろな制限で学生と交流できない」（参加者８）とい

う点から、ポートフォリオを利用して補うという可能性を考える者もいた。さらにポートフォ

リオの特徴を「いちいちばらばらになっている部分ではなくて、そのファイルがあれば振り返

ろうと思ったときに辿ることができます。評価というのは学生の立場から見ると自分の勉強し

たこと、習った内容がどのようなつながりがあるか、論理的には学習効果に対して評価するこ

とができる」（参加者１）と学習内容の連続性に着目してイメージした者もいた。

すでにファイルを利用していて、「私が仕事中、例えば教案とか授業準備、授業が終わった

らやはり自分の授業を反省する、学生との連絡とか学生からの質問とかこの中に挟んで、あと

は次の準備することですね。学習者との評価は、この中にメモを書いたもの、それを利用しま

した」（参加者３）という者もいた。３人の参加者は学習者の学習ポートフォリオを教師がど

う授業改善に利用するかという観点で述べていたが、ティーチングポートフォリオのイメージ

と近い発言はなかった。

（６）ポートフォリオについてどのような可能性があると考えるか。

上記（１）～（５）のインタビューの後、JFスタンダードのポートフォリオに関する１時

間の講義をし、３か月１２回に渡る研修を手元のファイルを見ながら振り返る時間を設けた。そ

の後、最終課題として、研修の感想を書かせるとともに「ポートフォリオについてどのような

可能性があると考えるか」を書かせた。

その中で、「今まで、ポートフォリオというやり方はただ自分自身の勉強や仕事に利用して

きたが、これが学生の評価方法として利用できるとはぜんぜん考えたことはなかった。斬新な

理念だと思う」（参加者８）という感想や、「今までは試験やレポートという評価基準を疑っ

たことがなかった。期末試験は時の運とも関わるので不公平になってしまう恐れがあると意識

した。学習者の普段の努力も評価できる方法である」（参加者７）という記述が見られた。

参加者７は、講義の前は使い方がイメージできないと言っていたが、講義後は「卒業論文の

指導と評価に生かしたい。卒業論文のプロセスを記録する資料をファイリングさせ、教師はそ

れらの資料を参考に、学生が努力した過程を見て評価することが可能ではないか」と具体的に
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記述している。具体的な使用方法を書いた参加者は数人いた。「学習者からの教科書づくり、

自律学習の内容や範囲の拡大、学習者とのコミュニケーション」（参加者３）、「今考えている

のは、ゼロからの一年生を対象にして、精読、聴解、会話の担当する先生方と提携しながら、

達成目標及び評価表を作る。学生がある程度勉強の仕方を身につけてから、本人に今後の達成

の目標を作らせることにします。以上の作業で得られたものは、ポートフォリオの一部分にす

る可能性があります。一学期は１つの考察期間と考え、２年間で４つの段階に分けられると考

えられます。できたポートフォリオによって元々目に見えない２年間の日本語学習プロセスが

顕著化されると考えられます。そこから、学習者へよりよくアドバイスを提供できるでしょう」

（参加者１）などである。

具体的にイメージすると同時に、不安を記す者もいた。「少人数の場合は可能性がかなりあ

るが、教師にとって作業が大変なので、学生が多くなると疲れて飽きるだろう」（参加者２）、

「問題点１、ポートフォリオの選別についてです。まったく経験はないので、どのようにポー

トフォリオを選別するか、また、個人ケースの場合どうすればうまくポートフォリオを整理で

きるのかも１つの問題になると思います。それがうまくできなければ、せっかく得られた資料

を無駄に使う恐れがあります。２、ポートフォリオの分析。ここまで言うと、なんだか人類学

のフィールドワークと似ていると感じています。単なる見たものを記録するのでなく、うまく

整理したうえに徹底的に分析する。力が要りますね。」（参加者１）と想像している。

また、ティーチングポートフォリオをイメージした参加者もいた。「教育活動の自己評価に

使ってみたい。足りない点を充実させながら教育活動を続けていきたい」と記述した参加者４

は、講義前インタビューで「ポートフォリオは講師から配られるもの、記念品」と考えていた。

しかし、講義後、教育活動の自己評価に主体的にポートフォリオを利用したいという変化が見

られた。

４．３ 分析と考察

以下の表３は、SCATのための EXELフォームを利用して作成した、「大学教師日本語教育

学研修」参加者１の分析表である。大谷（２００８a）では、SCATの分析は複数で行い多様な視

点を入れることが推奨されている。今回の分析は参加者全員分を筆者２名で行ったが、〈１〉

データの中の着目すべき語句、〈２〉それを言いかえるためのデータ外の語句、〈３〉それを

説明するための語句、〈４〉そこから浮かび上がるテーマ・構成概念へと、順にコーディング

していく中でも議論をし、マトリクスの中に分析の過程を記述する明示化された手続きを踏ん

で、各参加者のストーリーラインと理論記述に至った。

表３に見られる参加者１のストーリーラインのように、ほとんどの参加者のポートフォリオ

観に変化が見られた。
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番 号
発
話
者
テ
ク
ス
ト

＜
１
＞
テ
ク
ス
ト
中
の
注

目
す
べ
き
語
句

＜
２
＞
テ
ク
ス
ト
中

の
語
句
の
言
い
か
え

＜
３＞
左
を
説
明
す
る
よ

う
な
テ
ク
ス
ト
外
の
概
念
＜
４
＞
テ
ー
マ
・
構
成

概
念

＜
５
＞
疑
問
・

課
題

１
聴
き
手
普
段
学
習
者
の
学
習
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

２
参
加
者

１

期
末
テ
ス
ト
の
成
績
は
学
校
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。
期
末
試
験
は
７０
％
。
普
段
の
成

績
３０
％
は
先
生
次
第
。
私
の
場
合
は
３
つ
か
ら
。
一
つ
は
毎
回
の
ミ
ニ
テ
ス
ト
。

成
績
。
も
う
一
つ
は
授
業
中
の
成
績
。
発
言
。
グ
ル
ー
プ
発
表
の
回
数
。
最
後
の

３
分
の
一
は
暗
唱
。

期
末
試
験
は
７０
％
。
普
段

の
成
績
３０
％
。
毎
回
の
ミ

ニ
テ
ス
ト
。
授
業
中
の
成

績
、
発
言
、
グ
ル
ー
プ
発

表
の
回
数
。
暗
唱
。

成
績
評
定
は
試
験
７

割
平
常
点
３
割
。
平

常
点
の
要
素
は
毎
回

の
小
テ
ス
ト
の
成
績
、

暗
唱
、
そ
の
他
。

学
校
の
評
価
基
準
に

よ
る
試
験
の
比
率
分

析
。
自
由
裁
量
部
分

の
要
素
分
析
。

成
績
の
評
価
基
準
に

関
す
る
教
育
機
関
の

規
定
。
教
師
裁
量
の

部
分
の
詳
細
な
語
り
。

試
験
以
外
の
評
価
項

目
へ
の
関
心
。

平
常
点
の
要

素
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
で

決
め
た
の
か
。

３
聴
き
手
評
価
は
な
ん
の
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

４
参
加
者

１

学
生
が
自
分
自
分
で
自
分
の
レ
ベ
ル
が
ど
の
く
ら
い
か
わ
か
る
よ
う
に
。
就
職
す

る
際
に
、
成
績
表
を
見
せ
る
が
、
そ
れ
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
必
要
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
。
第
一
義
は
学
習
者
自
身
の
た
め
。
先
生
が
教
え
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
見
る
た
め
は
、
二
番
目
。
特
に
若
い
先
生
は
教
え
方
が
ま
だ
定
着
し

て
い
な
い
か
ら
点
数
と
か
期
末
テ
ス
ト
を
よ
く
分
析
し
な
い
と
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
う
ま
く
教
え
ら
れ
る
か
迷
っ
て
い
る
。

自
分
の
レ
ベ
ル
が
ど
の
く

ら
い
か
。
就
職
の
際
の
成

績
表
の
利
用
。
学
習
者
自

身
の
た
め
。
先
生
が
教
え

た
こ
と
が
把
握
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
。
若
い
先
生

は
期
末
試
験
の
分
析
。

学
習
者
自
身
に
よ
る

学
習
段
階
の
理
解
。

成
績
の
証
明
。
教
師

に
よ
る
理
解
度
の
把

握
。
効
果
測
定
用
テ

ス
ト
分
析
。

学
習
者
自
身
に
よ
る

モ
ニ
タ
ー
。
学
校
に

よ
る
学
習
成
果
の
証

明
。
教
師
に
よ
る
振

り
返
り
。

学
習
者
に
と
っ
て
は

自
ら
の
学
習
の
モ
ニ

タ
ー
。
学
校
に
と
っ

て
は
学
習
成
果
の
証

明
。
教
師
に
と
っ
て

は
自
ら
の
教
え
方
の

振
り
返
り
。

５
聴
き
手
今
の
評
価
方
法
で
、
す
べ
て
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。

６
参
加
者

１

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
は
測
れ
な
い
。
学
生
は
学
力
、
実
力
、
日
本
語
以
外
の
能
力

が
優
れ
て
い
る
人
が
見
ら
れ
る
。
限
ら
れ
た
部
分
だ
け
、
言
葉
そ
の
も
の
だ
け
が

測
れ
る
。

言
葉
そ
の
も
の
だ
け
が
測

れ
る
。
日
本
語
以
外
の
能

力
。

言
語
以
外
の
能
力
の

発
揮
。
測
定
可
能
な

の
は
言
語
知
識
の
み
。

従
来
型
評
価
方
法
で

の
能
力
測
定
。
能
力

の
弁
別
。
言
語
知
識

以
外
の
能
力
。

今
の
評
価
方
法
で
は

言
語
知
識
以
外
の
能

力
は
測
れ
な
い
。

日
本
語
以
外

の
能
力
と
は

何
を
指
し
て

い
る
の
か
。

７
聴
き
手
今
行
っ
て
い
る
教
師
研
修
で
の
学
び
は
ど
う
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

８
参
加
者

１

こ
う
い
う
形
の
研
修
と
し
て
は
評
価
と
い
う
の
は
研
修
に
参
加
す
る
前
と
参
加
し

た
後
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
い
う
か
、
本
人
自
ら
の
反
省
と
い
う
か
、
や
は
り
変

化
が
大
切
。
全
然
変
わ
ら
な
い
と
、
も
ち
ろ
ん
、
も
と
も
と
良
け
れ
ば
変
わ
ら
な

く
て
も
い
い
ん
で
す
が
、
や
は
り
ヒ
ン
ト
と
い
う
か
内
省
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
の
最
後
、
先
生
自
身
の
反
省
と
い
う
か
振
り
返
り
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
多
分
心

得
と
い
う
か
研
修
の
目
的
が
達
成
で
き
る
と
思
い
ま
す
け
ど
。
評
価
の
形
は
難
し

い
。
断
言
で
き
な
い
。

研
修
に
参
加
す
る
前
と
参

加
し
た
後
の
変
化
。
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
、
内
省
、
振

り
返
り
。

本
人
の
成
長
。
研
修
の

前
後
で
考
え
方
が
ど
う

変
化
し
た
か
の
内
省
。

振
り
返
り
と
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
に
よ
る
ヒ
ン
ト
。

研
修
の
目
的
。
評
価
の

難
し
さ
。

振
り
返
り
に
よ
る
成

長
。
気
づ
き
の
き
っ

か
け
。
自
己
評
価
。

不
確
定
性
。

学
び
手
の
自
己
評
価
。

自
ら
の
振
り
返
り
と

教
師
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
に
よ
り
促

さ
れ
た
成
長
。

評
価
に
対
す

る
問
題
意
識

は
ど
の
よ
う

な
要
因
に
よ

っ
て
ど
の
よ

う
に
変
化
す

る
の
か
。

９
聴
き
手
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
い
う
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。

１０
参
加
者

１

い
ち
い
ち
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
部
分
で
は
な
く
て
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
が
あ
れ

ば
振
り
返
ろ
う
と
思
っ
た
と
き
に
辿
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
評
価
と
い
う
の
は
学

生
の
立
場
か
ら
見
る
と
自
分
の
勉
強
し
た
こ
と
、
習
っ
た
内
容
が
ど
の
よ
う
な
つ

な
が
り
が
あ
る
か
、
論
理
的
に
は
学
習
効
果
に
対
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
生
か
ら
見
る
と
、
今
後
の
自
分
の
整
理
す
る
仕
事
に
対
し
て
役
に
立
つ
と
思
う
。

先
生
は
年
々
繰
り
返
し
て
一
年
生
二
年
生
と
繰
り
返
し
て
教
え
る
わ
け
だ
か
ら
、

最
初
の
一
年
目
は
こ
の
よ
う
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
次
の
一
年
は
自
分
の
失

敗
と
か
自
分
の
誤
り
と
か
訂
正
で
き
る
部
分
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
か
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
発
想
は
非
常
に
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

い
ち
い
ち
ば
ら
ば
ら
に
な

っ
て
い
る
部
分
で
は
な
く

て
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

習
っ
た
こ
と
、
つ
な
が
り
。

学
習
効
果
。
振
り
返
れ
る
。

整
理
す
る
仕
事
。
自
分
の

失
敗
と
か
自
分
の
誤
り
と

か
訂
正
で
き
て
る
部
分
は

ど
こ
か
振
り
返
る
。

連
続
性
。
学
習
プ
ロ

セ
ス
の
反
芻
。
教
授

経
験
の
記
録
。

学
習
内
容
の
つ
な
が

り
。
プ
ロ
セ
ス
の
可

視
化
。
暗
黙
知
で
あ

る
経
験
の
形
式
知
化
。

学
習
者
に
よ
る
連
続

的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス

の
振
り
返
り
。
教
師

に
よ
る
教
授
経
験
の

振
り
返
り
。

表
３
．
２０
１１
年
６
月
２
日
中
国
大
学
日
本
語
教
師
へ
の
個
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
６
月
１６
日
ア
ン
ケ
ー
ト（
「
大
学
教
師
日
本
語
教
育
学
研
修
」
参
加
者
１
）
－
１
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１１ １２
６
月
１６
日
最
終
課
題
中
の
質
問
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て
（
ど
う
い
う
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
か
）」

１３
参
加
者

１

学
習
者
に
し
て
も
教
育
者
に
し
て
も
、
試
験
は
全
て
は
評
価
で
き
な
い
と
思
わ
れ

て
い
る
の
で
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
試
験
が
果
た
せ
な
い
役
割
が
あ
り
ま
す
。
い

わ
ば
、
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
。
今
考
え
て
い
る
の
は
、
ゼ
ロ
か
ら
の
一
年
生
を
対
象

に
し
て
、
精
読
、
聴
解
、
会
話
の
担
当
す
る
先
生
方
と
提
携
し
な
が
ら
、
達
成
目

標
及
び
評
価
表
を
作
る
。
学
生
が
あ
る
程
度
勉
強
の
仕
方
を
身
に
つ
け
て
か
ら
、

本
人
に
今
後
の
達
成
の
目
標
を
作
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
以
上
の
作
業
で
得
ら

れ
た
も
の
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
一
部
分
に
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
学

期
は
１
つ
の
考
察
期
間
と
考
え
、
２
年
間
で
４
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
で
き
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
っ
て
元
々
目
に
見
え
な
い
２
年
間
の

日
本
語
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
顕
著
化
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
学
習

者
へ
よ
り
よ
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
で
き
る
で
し
ょ
う
。
以
上
は
理
想
的
な
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
可
能
性
で
す
。
ま
だ
以
下
の
よ
う
に
、
問
題
点
が
存
在
し
ま
す
。

問
題
点
１
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
選
別
に
つ
い
て
で
す
。
ま
っ
た
く
経
験
は
な
い

の
で
、
ど
の
よ
う
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
選
別
す
る
か
、
ま
た
、
個
人
ケ
ー
ス
の

場
合
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
整
理
で
き
る
の
か
も
１
つ
の
問
題

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
で
き
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
得
ら
れ
た
資

料
を
無
駄
に
使
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
２
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
分
析
。
こ
こ
ま

で
言
う
と
、
な
ん
だ
か
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
似
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
単
な
る
見
た
も
の
を
記
録
す
る
の
で
な
く
、
う
ま
く
整
理
し
た
う
え
に
徹

底
的
に
分
析
す
る
。
力
が
要
り
ま
す
ね
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
試
験

が
果
た
せ
な
い
役
割
が
あ

る
。
い
わ
ば
、
学
習
の
プ

ロ
セ
ス
。
本
人
に
今
後
の

達
成
目
標
を
作
ら
せ
る
。

元
々
目
に
見
え
な
い
２
年

間
の
日
本
語
学
習
プ
ロ
セ

ス
が
顕
著
化
さ
れ
る
。
そ

こ
か
ら
学
習
者
へ
よ
り
よ

く
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
で

き
る
。
問
題
点
１
、
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
選
別
整
理

が
で
き
る
か
、
得
ら
れ
た

資
料
を
無
駄
に
す
る
恐
れ

が
あ
る
。
２
、
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
の
分
析
、
単
な
る

記
録
で
な
く
、
整
理
し
た

う
え
に
徹
底
的
に
分
析
す

る
。
力
が
要
る
。

試
験
の
役
割
を
補
完
。

学
習
プ
ロ
セ
ス
の
客

観
視
。
学
習
開
始
時

に
学
習
者
自
身
に
よ

る
目
標
設
定
。
評
価

項
目
の
リ
ス
ト
化
。

こ
れ
ま
で
意
識
化
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
プ

ロ
セ
ス
。
２
年
間
の

日
本
語
学
習
プ
ロ
セ

ス
の
４
段
階
分
割
。

学
習
プ
ロ
セ
ス
顕
在

化
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
。
資
料
を
厳
選
す

る
た
め
に
ど
う
選
別

す
る
か
と
い
う
問
題

点
。
分
析
し
適
切
に

整
理
で
き
る
か
と
い

う
問
題
点
。

試
験
に
よ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
評
価
を
補

完
す
る
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
評
価
。
学
習
プ

ロ
セ
ス
の
可
視
化
。

達
成
目
標
と
評
価
項

目
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
作
成
。
教
師
学
習

者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

入
れ
る
物
の
選
別
と

分
析
が
適
切
に
で
き

る
の
か
と
い
う
条
件

の
指
摘
。

既
存
の
評
価
方
法
の

補
完
の
た
め
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
。
学
習

プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
利

用
の
た
め
の
具
体
的

な
ア
イ
デ
ィ
ア
。
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
有
効

活
用
の
た
め
の
条
件
。

ス
ト
ー
リ

ー
ラ
イ
ン

（
現
時
点

で
言
え
る

こ
と
）

こ
の
教
師
は
、
成
績
の
評
価
基
準
に
お
け
る
教
師
裁
量
の
部
分
を
分
析
的
に
語
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
評
価
を
行
う
理
由
は
、
学
習
者
に
と
っ
て
は
自
ら
の
学
習
の
モ
ニ
タ
ー
、
学
校
に
と
っ
て
は
学

習
成
果
の
証
明
、
教
師
に
と
っ
て
は
自
ら
の
教
え
方
の
振
り
返
り
の
た
め
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
評
価
基
準
で
測
れ
る
の
は
言
語
知
識
の
み
と
考
え
て
い
た
。
教
師
研
修
で
の
自
ら
の
学
び
を
ど
う
評
価

さ
れ
る
べ
き
か
に
関
し
て
は
教
師
自
身
の
成
長
に
関
す
る
自
己
評
価
の
重
要
性
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
自
ら
の
振
り
返
り
と
教
師
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
り
促
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
に
関
し
て
は
、
学
習
者
に
は
連
続
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
振
り
返
り
が
、
教
師
に
は
教
授
経
験
の
振
り
返
り
が
可
能
に
な
る
と
考

え
て
い
た
。

し
か
し
研
修
修
了
後
の
最
終
課
題
で
は
、
こ
の
教
師
の
意
識
は
学
び
手
の
成
長
と
い
う
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の
変
化
の
過
程
に
も
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
既
存
の
評
価

方
法
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
実
践
の
中
で
使
う
た
め
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
達
成
目
標
や
評
価
項
目
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
入
れ
る
物
の
選
別
と
分
析
が
適
切
に
で
き
る
か
と
い
う
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
条
件
ま
で
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

理
論
記
述

・
評
価
を
利
用
す
る
目
的
は
、
評
価
さ
れ
る
対
象
と
な
る
学
習
者
・
教
師
・
学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

・
試
験
に
よ
る
評
価
で
は
す
べ
て
は
測
れ
な
い
と
い
う
点
が
教
師
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。

・
評
価
を
教
師
研
修
に
お
け
る
学
び
手
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
、
試
験
以
外
で
の
評
価
手
法
で
あ
る
自
己
評
価
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

・
教
師
研
修
に
お
け
る
自
己
評
価
は
、
自
ら
の
振
り
返
り
と
教
師
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
り
教
師
と
し
て
の
成
長
が
ど
の
程
度
意
識
さ
れ
る
か
に
よ
る
。

さ
ら
に
追

究
す
べ
き

点
・
課
題

・
学
習
評
価
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
対
す
る
認
識
が
、
こ
の
後
研
修
中
に
JF
日
本
語
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
関
す
る
講
義
を
聞
く
こ
と
で
ど
う
変
化
す
る
か
。

・
中
国
の
大
学
日
本
語
教
師
は
、
一
般
的
に
ほ
ぼ
同
様
の
意
識
を
有
し
て
い
る
の
か
。

・
評
価
に
対
す
る
問
題
意
識
は
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。

表
３
．
２０
１１
年
６
月
２
日
中
国
大
学
日
本
語
教
師
へ
の
個
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
６
月
１６
日
ア
ン
ケ
ー
ト（
「
大
学
教
師
日
本
語
教
育
学
研
修
」
参
加
者
１
）
－
２
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下記は参加者４及び参加者７のストーリーラインである。

参加者４のストーリーライン

この教師はインタビュー時には、ポートフォリオを教師が作成し生徒に記念として与え

るものと考えていた。しかし、研修修了後には、自らの教育活動の振り返りに用いたり教

育活動の自己評価に使ったりすることで、自らの教師としての成長に役立てたいと述べる

ようになった。また、他の評価と併用することで、それぞれの特長を生かしたいとも語っ

ており、ポートフォリオを主体的に活用していこうとする方向に変化が見られた。

参加者７のストーリーライン

この教師はインタビュー時には、実物を見てもイメージが湧かないと答えていた。しか

し、研修修了後には、ポートフォリオを学習者の学習プロセスも評価できる方法として捉

え、さらにそれらを参考にして学生が努力した過程から卒業論文を評価するという具体的

な使い方のアイディアにまで考えが及んでいた。

このように、講義前のインタビューでは、多くの参加者がポートフォリオに対して漠然と成

果物を入れるファイルのようなイメージがあるだけか、または振り返りに使えるというイメー

ジを持っているだけであったが、講義後はポートフォリオに対する期待が明確に示された。評

価とポートフォリオに関するインタビュー、及び JFスタンダードに関する授業を受け、研修

後「ポートフォリオの可能性」について記述するという一連の作業を通して、参加者のポート

フォリオに対する認識が深まったといえよう。参加者の教師経験及び現行の評価が十全ではな

いという問題意識から、ポートフォリオの利用の仕方について参加者自身が具体的にイメージ

するのに時間はかからなかったといえる。

中国大学日本語教師のポートフォリオに対する認識調査
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下記図１は、SCATの手法でデータをコーディングして得られた概念図である。図１の概念

図にあるように、参加者の発言からポートフォリオの構成要素、その利用の仕方について、ポ

ートフォリオの特徴を示す主要概念が抽出できた。

図１．中国大学日本語教師のポートフォリオに対する認識（講義後）

図１に見られる内容は、講義の中で触れた内容と重なるものもあるが、教師自身の経験知と

教育活動に対する問題意識が、インタビューと講義という刺激を受けて、具体的なイメージと

なって現れた結果だと考えられる。また、ポートフォリオを教育活動の自己評価に使用したい

という声も聞かれた。一方、研修の評価をどうするべきかという問いに対しては、「研修の前

後での変化を内省することが大事」「他者評価よりも自己評価が重要」という意見があり、「教

育現場での実践を評価するべき」という言葉が複数出現した。このことは、次年度以降、教師

研修で評価のツールとして、教師研修ポートフォリオを導入する可能性、有効性を示唆してい

ると考える。

国際交流基金 日本語教育紀要 第８号（２０１２年）
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５．まとめ
本稿では、中国における大学日本語教師のポートフォリオに対する認識を調査するため、イ

ンタビュー結果とアンケート記述を SCATの手法で分析した。教師たちは、ポートフォリオ

について理解する前には、漠然と成果物を入れるファイルのようなイメージがあるか、振り返

りに使えるというイメージを持っているだけであった。しかし講義を受けた後は、ポートフォ

リオを利用して、「学びのプロセスの可視化」、「時間軸の中で学習を捉える」、「学習者と教

師とのコミュニケーション」、「仲間のポートフォリオとの比較検討」などが可能であるとい

うように、ポートフォリオの可能性に対する期待が示された。これらは講義の中で説明された

内容と重なるものもあるが、教師自身の経験知と教育活動に対する問題意識が、インタビュー

と講義という刺激を受けて、具体的なイメージとなって現れた結果だと考えられる。現場の教

師たちがポートフォリオの意義を理解することは容易で、教育現場への導入は好意的に受け止

められるが、利用方法について不安があることが確認された。

また、今回のインタビューを通して、教師たちは教師研修の評価について「研修での学びを

現場でどう生かすかという視点で評価」されるべきだと考えているということがわかった。

これら調査結果から、次年度の「大学教師日本語教育学研修」にポートフォリオを導入し利

用する効果は大きいと考え、次年度以降、実際に使用をし、その効果を確かめていきたい。

〔注〕
（１）「大学教師日本語教育学研修」は２００９年度から北京日本学研究センターとの共催で行っている。
（２）当研修の実践研修では、研修に参加している教師が自らの現場で実際に行っている授業に対して、改善

案を出し、教案を作り、録画し、生徒からアンケートを採っている。
（３）JF日本語教育スタンダードについては国際交流基金（２０１０）を参照のこと。
（４）日本の大学の教職実践演習において注目されているポートフォリオに関しては、岡山大学教育学部「教

職実践ポートフォリオ」＜http : //www.okayama-u.ac.jp/user/ed/ed/kyoiku/port.html＞（２０１１年９月２５日参照）

及び秋田大学「あきた教職．net」＜http : //gppts.cerp.akita-u.ac.jp/kyousyoku/＞を参照のこと。
（５）SCATは質的研究のためのデータ分析手法である（SCAT Steps for Coding and Theorization 質的データの

分析手法＜http : //www.educa.nagoya-u.ac.jp/~otani/scat/＞２０１１年９月２５日参照）。

中国大学日本語教師のポートフォリオに対する認識調査
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